
2023年度　東京大学　前期理系　第３問

問題 aを実数とし，座標平面上の点 (0; a)を中心とする半径 1の円の周を Cとする。

(1) Cが，不等式 y>x2 の表す領域に含まれるような aの範囲を求めよ。

(2) aは (1)で求めた範囲にあるとする。Cのうち x ¸ 0かつ y<aを満たす部分を Sとする。S上の点 Pに対

し，点 Pでの Cの接線が放物線 y = x2 によって切り取られてできる線分の長さを LP とする。LQ = LR と

なる S上の相異なる 2点 Q，Rが存在するような aの範囲を求めよ。
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